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第７回 熊本県議会高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録 

 

平成24年６月21日(木曜日) 

            午前10時１分開議 

午後０時６分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 １ 高速交通体系に関する件 

 ２ 熊本都市圏交通に関する件 

 ３ 九州新幹線鹿児島ルートを活用した地

域振興に関する件 

 ４ 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

 ５ その他 

――――――――――――――― 

出席委員(16人) 

        委 員 長 井 手 順 雄 

        副委員長 池 田 和 貴 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 村 上 寅 美 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 岩 下 栄 一 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 佐 藤 雅 司 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 浦 田 祐三子 

        委  員 内 野 幸 喜 

        委  員 増 永 慎一郎 

        委  員 泉   広 幸 

        委  員 杉 浦 康 治 

        委  員 緒 方 勇 二 

欠席議員（なし） 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 坂 本   基 

       熊本県理事 

兼交通政策・情報局長 小 林   豊 

       首席審議員  

兼地域振興課長 津 森 洋 介 

   交通政策課長 中 川   誠 

商工観光労働部 

        観光課長  小 原 雅 晶 

    くまもとブランド 

        推進課長 坂 本 孝 広 

 土木部 

部 長 船 原 幸 信 

道路整備課長 手 島 健 司 

道路保全課長 亀 田 俊 二 

都市計画課長 内 田 一 成 

審議員兼 

鉄道高架推進室長 上 野 晋 也 

 警察本部 

交通部長 浦 田   潔 

交通規制課長 奥 田 隆 久 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 森 田   学 

     政務調査課主幹 松 野   勇 

――――――――――――――― 

  午前10時１分開会 

○井手順雄委員長 ただいまから第７回高速

交通及び新幹線活用対策特別委員会を開催い

たします。 

 なお、本委員会に１名の傍聴の申し込みが

あっております。これを認めることといたし

ます。 

 それでは、きょうは初日というふうなこと

でございます。一言御挨拶といいますか、委

員の皆さん方、また１年間ひとつよろしく御

指導のほどをお願いいたしまして、また執行

部の皆さん方、実のある答弁といいますか、
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中身の濃い委員会にしていこうかなというふ

うに思っておりますので、御協力のほどをよ

ろしくお願いいたします。 

 

○池田和貴副委員長 皆様、お疲れさまでご

ざいます。 

 今後１年間、井手委員長を補佐して円滑な

委員会運営ができますように努力をしてまい

る所存でございます。委員の先生方、また執

行部の皆様方には御協力いただきますようお

願い申し上げます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○井手順雄委員長 それでは、執行部関係の

各課職員の自己紹介を受けたいと思います。 

 名簿の順に自席からお願いしますが、その

前に、委員の皆さん方、暑かったら上着を脱

いでいただいて結構でございますので。 

 では、よろしくお願いいたします。 

 

  （坂本企画振興部長、小林理事～奥田交

通規制課長の順に自己紹介） 

 

○井手順雄委員長 次に、執行部を代表しま

して、坂本企画振興部長から挨拶及び概要説

明をお願いいたします。 

 

○坂本企画振興部長 委員会の開会に当たり

まして、執行部を代表して、御挨拶及び本委

員会の付託案件の概要について御説明申し上

げます。 

 井手委員長、池田副委員長を初め委員の皆

様方におかれましては、これから１年間、高

速交通及び新幹線活用に係る諸問題について

御審議いただきます。執行部としましても一

生懸命取り組んでまいりますので、御指導の

ほどよろしくお願い申し上げます。 

 さて、九州新幹線全線開業から１年余が経

過しました。昨年は九州新幹線の開業効果と

東日本大震災の影響が交錯した１年となりま

したが、新幹線の利用状況は、開業前１年間

と比較して約４割の増加を見せており、関西

からの宿泊者数も大きく伸びるなど、その効

果が着実にあらわれていると感じておりま

す。 

 これまで取り組んでまいりました新幹線く

まもと創りにつきましても、県議会を初め関

係団体の皆様方の御支援と御協力を得、一定

の成果を得ることができました。改めて御礼

申し上げます。 

 今後とも、九州新幹線の全線開業の効果を

最大限生かせるよう努力してまいります。 

 それでは、本日御審議いただきます議案の

説明をさせていただきます。 

 第１に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 まず、高規格幹線道路等の道路ネットワー

クの整備につきましては、厳しい道路予算の

状況ではありますが、早期完成が図られるよ

う要望活動などに積極的に取り組んでいると

ころです。 

 次に、航空路線の利用促進につきまして

は、新幹線の影響が特に心配された大阪線へ

の影響は想定よりも少なく、国内線全体とし

ては平年を上回る水準まで回復しておりま

す。 

 ソウル線につきましても、利用状況は回復

しつつあり、今後は週５便化を実現できるよ

うに、利用促進対策に取り組んでまいりま

す。 

 また、中国南方航空との路線開設に向けた

交渉や台湾とのチャーター便の造成、空港の

活性化策など、引き続き阿蘇くまもと空港の

路線振興及び拠点性向上に取り組んでまいり

ます。 

 第２に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 阿蘇くまもと空港へのアクセスや公共交通

機関の利用促進などを進めながら、引き続き

交通ネットワークの強化に取り組んでまいり
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ます。 

 なお、ＪＲ鹿児島本線等連続立体交差事業

の工程についてですが、九州新幹線開業後か

ら高架橋工事の施工も本格化しております

が、工事の進捗とともに事業上の課題も確認

されているところでございます。 

 第３に、九州新幹線鹿児島ルートを活用し

た地域振興に関する件でございます。 

 九州新幹線を活用した熊本づくり及び観光

振興等についてですが、まず、くまもとプロ

モーションの推進につきましては、これまで

のＫＡＮＳＡＩ戦略の取り組みを踏まえ、引

き続き関西、中国及び福岡地域を中心に、認

知度の高い「くまモン」を最大限活用したプ

ロモーションを実施し、「くまもと」のイメ

ージ向上を図ってまいります。 

 次に、観光キャンペーンにつきましては、

昨年度実施した熊本・宮崎・鹿児島デスティ

ネーションキャンペーンにより、期間中、関

西からの観光客が対前年比150％を超え、ま

たその経済効果は約124億円に達するなど、

高い効果を上げたところでございます。 

 以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは各課長から説明申し

上げますので、御審議のほど何とぞよろしく

お願いいたします。 

 

○井手順雄委員長 それでは、議題(1)執行

部から事業概要の説明を受け、その後質疑を

受けたいと思います。 

 説明につきましては、わかりやすく簡潔に

お願いいたします。 

 では、執行部からの説明をお願いします。 

 

○手島道路整備課長 道路整備課の課長、手

島でございます。お手元の特別委員会資料に

基づきまして説明申し上げます。 

 なお、今回の資料につきましては、主な説

明箇所に下線を引いております。基本的に下

線部を中心に説明させていただきたいと思い

ます。 

 

○井手順雄委員長 かけてください。 

 

○手島道路整備課長 ありがとうございま

す。よろしくお願いいたします。 

 まず、１ページをお願いします。 

 Ⅰの高速交通体系に関する件でございま

す。この件につきましては、１の高規格幹線

道路等の整備と２の航空路線の利用促進で構

成されますが、道路整備課で、１の高規格幹

線道路等の整備について御説明申し上げま

す。 

 高規格幹線道路等とは、九州縦貫自動車道

などの高規格幹線道路に、熊本天草幹線道路

などの地域高規格道路を加えてこのように呼

んでおります。 

 まず、最初に、(1)高規格幹線道路の整備

の概要について御説明申し上げます。 

 高規格幹線道路は、全国的な高速自動車交

通網を構成する自動車専用道路で、ページの

下側の体系図にありますように、国土開発幹

線自動車道建設法などに基づいて、高速道路

株式会社及び国土交通省により整備が進めら

れます国土開発幹線自動車道があります。県

内では、九州縦貫自動車道と九州横断自動車

道延岡線でございます。また、国土交通大臣

の決定に基づいて、国土交通省により整備が

進められる一般国道自動車専用道路がござい

ます。熊本県内では南九州西回り自動車道で

す。 

 なお、平成15年度からは高速自動車国道

を、国と地方の費用負担で整備する新直轄方

式が導入されております。 

 ２ページをお願いします。 

 高規格幹線道路の整備手順を示しておりま

す。 

 ３ページをお願いいたします。 

 昭和62年以降につきまして、県内の高規格

幹線道路の整備状況を中心に一覧表で示して
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おります。 

 ４ページをお願いいたします。 

 最近の動きとしまして、２行目にあります

ように、平成23年６月20日に、高速道路の無

料化社会実験が終了しております。また、原

発事故被災者支援のための無料開放が、こと

し４月30日まで実施されています。 

 県内の高規格幹線道路の路線別の状況でご

ざいます。 

 まず、九州縦貫自動車道です。県内延長は

134.8キロメートルで、４車線で全線供用さ

れています。現在、各地でスマートインター

チェンジの整備の取り組みが進められていま

す。 

 最近の動きとしては、城南スマートインタ

ーチェンジの設置について、平成24年４月に

国土交通省から連結許可がおりております。 

 今後も、スマートインターチェンジ設置の

調査・検討及び設置に向けた市町の取り組み

を支援してまいります。 

 ５ページをお願いします。 

 九州横断自動車道延岡線です。嘉島町から

延岡市までの約95キロのうち、県内延長は約

44キロです。現在、嘉島ジャンクションから

料金所までの約0.9キロは、西日本高速道路

株式会社が整備を行っております。御船から

山都までの区間23キロメートルにつきまして

は、新直轄方式による整備区間であり、国が

事業主体となって整備が進められています。 

 また、追加インターチェンジ３カ所につき

ましては、県、山都町、御船町で連携を図り

ながら、測量設計及び用地買収を進めている

ところです。 

 また、山都町から県境までの約21キロメー

トルにつきましては基本計画区間となってお

ります。平成25年度には、嘉島ジャンクショ

ンから小池インターチェンジ、両方とも仮称

でございますが、これの1.8キロが供用開始

予定と伺っています。 

 今後、嘉島から山都までの区間について

は、早期完成に向けて、地元町と連携を図り

ながら国へ事業促進を働きかけてまいりま

す。 

 また、追加インターチェンジにつきまして

は、国、県、御船町、山都町で連携しながら

事業促進を図ってまいります。 

 山都町から県境までの区間につきまして

は、宮崎県や沿線町とともに、今後の整備に

向けた道筋が示されるよう国などに求めてま

いります。 

 南九州西回り自動車道です。一般国道３号

の自動車専用道路で、八代市から鹿児島市ま

での約140キロメートルのうち県内延長は50

キロメートルで、合併施工方式で整備されま

した八代ジャンクションから日奈久インター

間を除き、国が事業主体となって整備が進め

られています。 

 ６ページをお願いします。 

 県内の区間のうち、八代から芦北インター

チェンジまでの28.8キロメートルは、平成21

年４月までに暫定２車線で供用されておりま

す。現在、国において芦北出水道路として、

芦北インターチェンジから県境までの約21キ

ロ区間の整備に取り組まれています。平成27

年度には、芦北インターチェンジから津奈木

インターチェンジまでの7.7キロが供用開始

予定と伺っております。 

 今後、早期完成に向けて、鹿児島県や沿線

市町と連携を図りながら、国に事業促進を働

きかけてまいります。 

 続きまして、地域高規格道路でございま

す。地域高規格道路とは、高規格幹線道路と

一体となって、地域の基幹道路を形成する自

動車専用道路もしくはそれと同程度の機能を

有する道路で、おおむね時速60キロメートル

以上の高速サービスを提供する道路でござい

ます。九州の中心に位置する熊本の地理的特

性を踏まえた「すべての道は熊本に通ずる」

という考えを実現するためには、地域高規格

道路の整備が重要でございます。 
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 ７ページをお願いいたします。 

 高規格幹線道路と同様に、地域高規格道路

の整備手順を示しております。 

 ８ページをお願いします。 

 このページに経過をまとめております。現

在、事業化されている３路線は、平成６年に

計画路線の指定を受けており、同時に島原・

天草・長島連絡道路が候補路線の指定を受け

ています。また、平成10年には、候補路線に

有明海沿岸道路２期が指定されています。 

 続きまして、計画路線の路線別の状況でご

ざいます。 

 中九州横断道路でございます。熊本市と大

分市を結ぶ約120キロメートルの地域高規格

道路で、熊本県内の延長は約53キロとなって

います。本県において県土の横軸を形成し、

九州における本県の拠点性を高める上で重要

な路線でございます。国は、平成12年度に阿

蘇大津道路5.3キロに着手しておりました

が、平成22年度から休止しております。 

 また、熊本－大津間の21キロメートルにつ

きましては、調査区間として、国において整

備区間指定に向けた調査を実施されていると

ころでございます。 

 平成24年４月、熊本市－大津町間を、事業

化に向けた計画段階評価を進めるための調査

に入ることを国が公表されました。計画段階

評価とは、公共事業の効率性及び実施過程の

透明性の一層の向上を図るため、直轄事業に

おいて都市計画決定や環境影響評価の手続前

の計画段階における事業評価を行うもので、

平成22年度に国事業に導入されたものでござ

います。 

 今後の取り組みとしましては、阿蘇大津道

路につきまして、引き続き国に休止方針の再

検討を求めてまいります。 

 熊本－大津間につきましては、早期の整備

区間に向けた調査促進を国に求めてまいりま

す。 

 続きまして、９ページをお願いします。 

 熊本環状道路でございます。この道路につ

きましては、熊本市において約30キロメート

ルが路線指定を受けています。このうち整備

区間と調査区間に指定されているのは、熊本

西環状線の約12キロメートルと熊本環状連絡

道路の約３キロメートルでございます。な

お、熊本市の政令指定都市移行に伴い、県か

ら熊本市に事業主体は引き継いでおります。 

 今後の取り組みとしまして、熊本西環状線

につきましては、用地買収及び文化財調査を

促進し、着手可能となった区間について、工

事促進を熊本市に求めてまいります。 

 また、熊本環状連絡道路については、国が

行う中九州横断道路の検討にあわせ、整備区

間指定に向けた調査検討を進めることを求め

てまいります。 

 続きまして、10ページをお願いいたしま

す。 

 熊本天草幹線道路でございます。熊本市か

ら天草市を結ぶ約70キロメートルの地域高規

格道路で、うち宇城市三角町までの国施行区

間約32キロメートルと、上天草市から天草市

本渡町までの県施行区間約38キロに分かれま

す。 

 現状でございますが、国の部分につきまし

ては、熊本宇土道路3.8キロで用地買収と工

事が進められております。 

 また、宇土道路6.7キロメートルにつきま

しては、調査測量設計が実施されておりま

す。 

 県施行区間につきましては、暫定２車線

で、松島有料道路3.3キロ、松島－有明間10

キロ、合わせて13.3キロの区間を供用してお

ります。 

 現在取り組み中の大矢野バイパス3.7キロ

につきましては、用地買収と工事に取り組ん

でいるとともに、仮称ではございますが、新

天門橋の詳細設計を完了しております。 

 また、天草市志柿町から本渡町間の仮称本

渡道路約４キロメートルにつきましては調査
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区間となっており、事業化区間及び最適ルー

トの選定を行ったところです。 

 今後の取り組みとしましては、国施行の区

間につきまして事業の促進を求めてまいりま

す。 

 また、大矢野バイパスにつきましては、用

地買収及び工事を促進します。 

 新天門橋につきましては、今年度、工事の

発注を予定しているところです。 

 本渡道路につきましては、新規事業化を目

指して、国土交通省との協議や都市計画決定

手続など、各種協議手続を進めてまいりま

す。 

 11ページをお願いいたします。 

 (3)の建設促進活動でございます。 

 熊本県と宮崎県で構成する九州横断自動車

道延岡線建設促進協議会、及び熊本県と鹿児

島県で構成する南九州西回り自動車道建設促

進協議会による活動を初めとして、さまざま

な機会を捉え要望活動などを実施しておりま

す。平成23年度については、資料のとおり活

動を行ったところです。 

 13ページをお願いいたします。 

 高規格幹線道路及び地域高規格道路の位置

図を添付しております。 

 以上で説明を終わります。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 資料の14ページをお願いいたします。 

 航空路線の利用促進についてでございま

す。 

 まず、国内線の状況でございます。阿蘇く

まもと空港では、平成24年６月１日現在、７

路線37便が就航しております。平成23年度の

国内旅客線の総数につきましては、新幹線の

開業に加え東日本大震災の影響もあり、上半

期は大幅な減となったものの次第に回復いた

しまして、最終的には平成22年度と比較しま

してマイナス0.6％の減、総数275万人となっ

ております。 

 平成24年度につきましては、震災の影響か

らもほぼ回復いたしまして、４月の旅客実績

につきましては、前年度に比べ20％の増とな

っております。 

 次、東京線でございます。東京線は、現在

４社により１日20便の運航がなされておりま

す。平成23年度につきましては、当初は震災

の影響で落ち込んだものの、最終的には前年

度を若干上回る1.4％の増の利用となってお

ります。 

 次、大阪線でございます。大阪線につきま

しては、新幹線の開業前に大幅な利用者の減

が懸念されておりまして、さらに震災の影響

もありましたが、航空事業者の料金対策、利

便性向上対策の取り組みの効果もあり、最終

的には前年度7.2％減にとどまっておりま

す。 

 一番下の参考－１でございます。国内線旅

客数の推移でございます。一番右側が23年度

のトータルでございます。275万人余でござ

いますが、真ん中ほど、平成18年度311万9,0

00人余りといいますのが、国内線でのピーク

でございました。 

 次、15ページをお願いいたします。 

 上段、参考－２が各路線の就航状況でござ

います。東京に20便、名古屋方面５便、大阪

方面10便となっております。 

 下の欄、参考－３が、就航路線の推移でご

ざいます。平成22年度につきましての動きが

かなり各社あっておりますが、これは前年度

末のＪＡＬの経営破綻の影響で空の動きが活

発になったところでございます。 

 次、16ページをお願いいたします。 

 参考－４でございます。国内線の各路線ご

との対前年度の比較でございます。一番上、

東京線、平成23年度188万9,000人、これは国

内線のシェア７割強となっております。中部

線につきましてはシェアが約7.5％、大阪方

面につきましては20.4％のシェアとなってお
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ります。 

 今後の取り組みでございます。阿蘇くまも

と空港は、九州新幹線とともに県全体の経済

を牽引する役割を担っていると思っておりま

す。今後とも航空会社と連携して振興に取り

組んでまいりたいと思います。特に、東京線

につきましては、平成25年度中に、昼間の発

着便72便の新規発着枠増加が予定されており

ますので、国に対して地方への配分を要望し

ていくこととしております。 

 17ページをお願いいたします。 

 国際線の振興でございます。国際線につき

ましても、今後の県の経済発展の牽引役と見

ており、東アジアをメインターゲットといた

しまして、直行便の就航、アシアナ航空の週

５便化等を目指して積極的に取り組んでまい

ります。 

 ソウル線でございます。ソウル線につきま

しては、開設以来９年目を迎え、これまで28

万人を超える利用があっております。平成23

年度の実績につきましては、震災等の影響で

外国人の利用者が激減いたしました結果、対

前年14.2％の減となっております。年度の後

半につきましては、インバウンド対策の強化

もありまして少しずつ数字が戻ってきており

ます。 

 中国・台湾線でございます。 

 中国線につきましては、昨年８月から南方

航空と継続して協議を行っております。去る

３月には、南方航空大連支社に熊本訪問をし

ていただいているところでございます。 

 台湾線につきましては、これまで特に修学

旅行等の強化に取り組んでおりました結果、

昨年の12月には、県立高校で初めて大津高校

による修学旅行が実現しております。また、

去る５月には、チャイナエアライン、中華航

空本社等に要望活動を行ったところでござい

ます。 

 18ページをお願いいたします。 

 国際チャーター便でございます。チャータ

ー便につきましては、昨年度は40便と22年度

に比べて大幅な増となっております。台湾便

等の増加が貢献しております。 

 参考－１のグラフが国際線旅客数の推移で

ございます。国内線同様、平成18年のところ

がピークでございますが、その後リーマンシ

ョック等のマイナス影響を受けまして、若干

右肩下がりになっております。平成22年度に

かけましては、全力応援キャンペーンという

ことで、県民の皆様の御協力をいただきまし

て右肩上がりに戻ったんですけれども、先ほ

ど申しました震災の影響等で、23年度はまた

下がっております。 

 19ページをお願いいたします。 

 参考－２、ソウル線利用状況の前年比較で

ございます。特に、上から２段目、外国人の

ところをごらんになられてください。先ほど

御説明しましたように、22年度に比べまして

約5,000人の減となっております。 

 参考－３が、ソウル線の月別の利用状況で

ございます。１月、２月、３月、ちょうど表

の真ん中に、１月73.8％、２月85.3％と利用

率は若干回復してきております。 

 参考－４が、先ほど申しましたチャーター

便の22年度比較でございます。23年度、総数

40便のうち台湾便が18便、約半数が台湾便の

シェアでございます。 

 20ページをお願いいたします。 

 今後の取り組みでございます。ソウル線に

つきましては、国際線振興協議会を中心とし

た取り組み、あるいはトップセールス等によ

りまして、週５便化に向けた取り組みを進め

てまいります。 

 中国線につきましては、定期路線開設が実

現できますよう、引き続き中国南方航空と粘

り強く交渉を続けてまいります。 

 台湾線につきましては、定期便実現の課題

等を整備しながら、特にインバウンドチャー

ターの実施等に取り組んでまいるとともに、

教育旅行等の働きかけを引き続き行っていき
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たいと思っております。 

 国際チャーター便でございます。先ほどの

インバウンドチャーター等により数字の増加

を働きかけてまいります。なお、この７月に

は、友好提携30年を契機として、広西とのチ

ャーター便を実現する予定でございます。 

 21ページをお願いいたします。 

 ソウル線関係、現在の国際線振興協議会で

の取り組み状況の一覧でございます。アウト

バウンド対策とあわせてインバウンド対策等

も取り組んでいるところでございます。 

 22ページをお願いいたします。 

 航空物流の機能の強化でございます。平成

23年度の国内貨物の取扱量につきましては、

前年度に比べ約4,000トン、率にして約２割

弱の減少となっております。これは、リーマ

ンショック後の景気後退の流れに加え、新幹

線開業等による使用機材、便数の小型化、そ

れから東日本大震災の影響等が要因として考

えられております。 

 参考－２でございます。上から２番目の表

でございますが、現在、阿蘇くまもと空港第

９位の状況でございます。 

 23ページをお願いいたします。 

 今後の取り組みでございます。航空物流を

取り巻く環境が大きく変化しておりますの

で、今年度は航空物流の需要調査を行い、今

後の利用者のニーズに合った取り組みという

のを、航空会社に働きかけたいと考えており

ます。 

 (4)阿蘇くまもと空港の施設整備及び活性

化でございます。まず、空港整備でございま

す。現在、阿蘇くまもと空港は、滑走路の改

良、あるいは誘導灯の改良につきまして継続

して取り組んでいるところでございますが、

特に空港ビルディングにつきましては、昭和

46年の開港以来約40年ぶりに大がかりなリニ

ューアル工事を進めており、この８月１日に

は竣工式が予定されております。 

 24ページをお願いいたします。 

 参考－２、これは国の直轄事業の概要でご

ざいます。23年度につきましては、先ほど申

しました滑走路の改良と照明工事等が行われ

ておりますが、震災等の影響もあり事業費を

抑制されたことで、22年度に比べて約４割減

の事業費となっております。 

 25ページをお願いいたします。 

 国内線のリニューアルの状況を説明いたし

ます。少し見づろうございますが、この25ペ

ージの表の下のほうが駐車場の位置でござい

まして、これが１階の平面図でございます。

まず、大きく変わりましたのは、青のライン

で引いておりますように、１階のロビー部分

が大幅に３メートル拡張されております。そ

れから、ピンク色で塗っている点、これがユ

ニバーサルデザイン対策ということで、エレ

ベーターの２基増設、エスカレーターの新設

等がなされております。それから、グリーン

で一番右端に書いておりますが、宅配やレン

タカーカウンター等を集約して使いやすいよ

うにしております。 

 26ページをお願いいたします。 

 横から見たイメージ図でございます。先ほ

どの１階ロビーに加えまして、前面の歩道部

分につきましても、これまでの４メーターか

ら7.5メーター余りに大きく拡張いたしてお

ります。 

 27ページをお願いいたします。 

 ビルのリニューアル工事にあわせまして、

前面部の駐車場付近等もあわせて国のほうで

工事を行っております。これもちょっと見づ

ろうございますが、水色で塗っているところ

が駐車場の部分、少し格子状になっているの

がビルの建物の部分でございます。向かって

左側、赤の点線で囲んであるビルの左側のと

ころに、今後観光バスの乗降場等も新設する

予定でございます。また、駐車場の入り口に

つきましても、向かって左側、道路側に近い

ところに既に移設ができているところでござ

います。25年３月の完成の予定でございま
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す。 

 次、28ページをお願いいたします。 

 空港経営改革でございます。現在、国にお

きましては、国直轄の空港、阿蘇くまもと空

港もそうでございますが、航空系と非航空系

の経営一体化についての検討が進められてお

り、国の検討会において、昨年の７月に報告

書がまとめられております。その報告書の中

では、平成32年度を目途としまして、空港の

経営の一体化というのを目指すこととされて

おります。 

 現在、今国会にこの経営改革を推進するた

めの枠組みとなる法案が提出されてございま

す。県といたしましては、国の検討状況や具

体的なスケジュール等情報収集しつつ、空港

ビルディングともまた連携しながら、今後の

対応について検討していきたいと思っており

ます。 

 空港周辺環境でございます。空港の騒音問

題等の諸問題につきまして意見交換をする場

としまして、住民等との協議の場を設けてお

り、これまで12回にわたって協議を重ねてい

るところでございます。 

 また、阿蘇くまもと空港のＰＲも取り組ん

でいるところでございまして、キャラクター

も定めてやっているところでございます。 

 大空港構想の推進でございます。空港の地

理的優位性を生かしながらアジアの活力を取

り込み、熊本のさらなる拠点性向上を図るべ

く取り組んでまいりたいと考えております。 

 29ページをお願いいたします。 

 参考－５でございます。これは、空港の駐

車場を管理する空整協による環境対策事業の

状況でございます。平成23年度につきまして

は、県、市町村合わせて4,100万円余の事業

実施が交付決定されておるところでございま

す。 

 参考－６につきましては、周辺地域におけ

る騒音の監視体制でございます。自治体と連

携いたしまして、騒音監視に取り組んでいる

ところでございます。 

 30ページをお願いいたします。 

 今後の取り組みでございます。空港整備に

つきましては、空港ビルのリニューアルと相

まって、前の駐車場のところも利用者の方に

利便性がよくなりますように、引き続き国に

対して要望活動等取り組んでいるところでご

ざいます。 

 また、空港のＰＲにつきましても、空港の

ＰＲ推進協議会、民間等の力も借りながら、

一生懸命取り組んでいきたいと思います。 

 また、大空港構想の推進につきましても、

既に取り組んでおりますスマートひかりタウ

ン構想等の取り組み、あるいは空港ライナー

等とも取り組みながら、今後新たに空港広域

防災拠点としての役割等につきましても、調

査・検討をしていきたいと考えております。 

 31ページをお願いいたします。 

 大きな項目で、熊本都市圏交通に関する件

でございます。 

 都市圏交通の現状につきましては、熊本の

場合、マイカーへの依存がかなり高く、渋滞

が発生しているところでございます。公共交

通につきましては、熊本を中心にしまして、

鉄軌道あるいはバスの放射状のネットワーク

ができているところでございます。 

 32ページをお願いいたします。 

 少し見づろうございますが、上の左側の棒

グラフ、公共交通機関の輸送人員の状況でご

ざいます。平成21年度で、バスの利用者が約

3,300万、ＪＲ、市電等がそれぞれ900万から

880万の利用でございます。公共交通機関ト

ータルで約5,300万の利用になっておりま

す。 

 参考－２、下の表がマイカーの保有台数の

状況でございます。青の線が自家用乗用車、

赤の線が軽自動車の状況でございます。平成

21年度現在、約35万台の保有になっておりま

す。 

 右側の表が、都市圏の道路の交通渋滞の状
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況でございます。赤く塗っているところが渋

滞箇所でございます。市内中心部に向かって

渋滞が発生している状況でございます。 

 33ページをお願いいたします。 

 都市圏交通の取り組みでございます。ただ

いまのような状況を踏まえまして、今後の都

市圏の交通に向かいましては、平成20年度に

熊本都市圏の交通アクションプログラムを見

直しております。喫緊の課題としまして、公

共交通機関の利用促進、交通渋滞の解消に取

り組んでまいりたいと思います。特に、公共

交通機関の利用促進につきましては、新幹線

開業をいたしました新幹線の駅、あるいは阿

蘇くまもと空港等を核としながらネットワー

クの整備を図り、マイカーから公共交通機関

へのシフトを図っていこうと考えておりま

す。 

 34ページをお願いいたします。 

 都市圏公共交通ネットワークの取り組みで

ございます。 

 まず、阿蘇くまもと空港へのアクセスの改

善の状況でございます。阿蘇くまもと空港へ

の公共交通のアクセスとしましては、空港リ

ムジンバスがございます。空港リムジンバス

につきましては、平成20年度に公共車両優先

システム、これは信号を優先して通すという

システムでございますが、これによる利便性

向上を実現しているところでございます。 

 さらに、快速便の運行ということで、バス

停を飛ばし運運をする、スピードアップを図

るという取り組みを行いましたが、これは半

年間の実行の結果、利用が余り伸びずに、現

在これは休止いたしております。 

 ③熊本駅への直行便でございます。快速便

に引き続きまして、新たに熊本駅への直行便

ということでリムジンに取り組んでおりま

す。こちらの方は好調でございまして、朝夕

それぞれ３便、２便と増便いたしておりま

す。 

 次、35ページをお願いいたします。 

 豊肥線を活用した空港ライナーでございま

す。ことしの４月からも引き続き社会実験に

取り組んでおります。昨年の10月は１日当た

り99人ということでスタートいたしました

が、この５月には１日当たり133人まで利用

が伸びている状況でございます。 

 次、スマートエアポートでございます。Ｎ

ＴＴと提携いたしまして、交通情報、観光情

報等につきまして、電子看板等を利用した提

携を取り組んでいきたいと考えております。 

 バス路線網でございます。都市圏のバス路

線網につきましては、これまで県が中心にな

りまして競合路線の民間移譲等に取り組んで

きましたが、一定のめどがつきましたので、

バス路線網の再編に今取り組んでいるところ

でございます。 

 これにつきましては、「熊本市におけるバ

ス交通のあり方検討協議会」を立ち上げてお

りまして、県としましてはこの中に委員とし

て参画いたしまして、バス路線網の再編に今

後取り組んでいくことにいたしております。 

 あわせて、市電のバリアフリー化につきま

しても、熊本市において計画にのっとって進

められておりまして、現在――36ページをお

願いいたします、現在35電停のうち６電停の

整備が済んでおるところでございます。 

 今後とも、空港アクセスの改善につきまし

ては、リムジンバスの利便性向上、空港ライ

ナーの運行、新たなバスネットワークの改善

等について取り組んでまいりたいと思いま

す。 

 38ページをお願いいたします。 

 公共交通機関の利用促進でございます。公

共交通機関の利用促進につきましては、これ

までノーマイカー通勤等の運動に取り組んで

おるところでございます。また、あわせまし

て、モビリティ・マネジメントと称しまし

て、公共交通機関への利用促進を促す取り組

みを進めております。特に、公共交通に関す

るホームページ等を立ち上げまして、利用促
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進を呼びかけているところでございます。ま

た、県内の小学生を対象としまして、利用促

進を働きかけているところでございます。公

共交通機関の利用促進につきましては、今後

も引き続き事業者、市町村等と連携して、し

っかり取り組んでまいりたいと思います。 

 交通政策課は以上でございます。    

                   

○内田都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 資料の39ページをお願いいたします。 

 (3)パークアンドライドについて御説明を

いたします。 

 上の表は、本年５月末現在の実施状況を記

載しております。熊本都市圏では10カ所で運

用をされております。稼動率は、表の右下に

ありますとおり62％となっております。な

お、本年１月に暫定運用が開始されましたＪ

Ｒ宇土駅駐車場は、本年10月には整備を完了

し、30台で運用される予定でございます。 

 1)利用促進に向けての取り組みでございま

す。 

 資料の40ページをお願いいたします。 

 上から３つ目の丸です。エコ通勤環境配慮

に取り組んでいる特定規模事業者８社を訪問

し、利用促進の働きかけを行っております。 

 その下の丸ですが、既に運用中の駐車場事

業者に対しては、さらなる改善についての働

きかけを行いました。 

 資料の41ページをお願いいたします。 

 今後の取り組みでございます。パークアン

ドライドのさらなる利用促進に引き続き取り

組んでまいります。特に、稼動率が低迷して

いる箇所の問題点を整理するため、利用者等

へのアンケート等を実施する予定でございま

す。また、利用者の満足度向上のため、交通

事業者等への働きかけもあわせて行ってまい

ります。 

 説明は以上でございます。 

 

○上野鉄道高架推進室長 鉄道高架推進室で

ございます。 

 資料の42ページのＪＲ鹿児島本線等連続立

体交差事業をお願いいたします。 

 恐れ入りますが、あわせまして、こちらの

別添資料①の「ＪＲ鹿児島本線等連続立体交

差事業について」の１ページ目の図面をごら

んいただきたいと思います。 

 図面では、事業全体の区域をあらわしてお

りまして、左側が北の方向、事業区間を赤色

の帯で示しております。 

 資料に戻りまして、ＪＲ鹿児島本線等連続

立体交差事業の現状でございますが、市街地

の立体化や踏切による交通渋滞の解消を図る

ことを目的として、鹿児島本線約６キロメー

トル、豊肥本線約１キロメートルの高架化

に、全体事業費は約550億円、平成23年度末

の進捗率は約52％で、平成13年度に着手し、

平成28年度の完成を目指して取り組んでいま

す。 

 高架橋の工事は、九州新幹線全線開業後の

昨年度から本格化し、１ページ目の図面で

は、青色の帯に（うち一般部 約４ｋｍ）と

示している区間は、在来線を新幹線の高架下

へ切りかえ、その跡地に上り線、下り線の高

架橋を同時に施工いたしております。 

 また、薄い赤色の帯に（うち熊本駅部 約

２ｋｍ）と示している区間は、工事区間が狭

いため、まず上り線の高架橋の施工をしてお

ります。 

 次に、資料に戻りまして、今後の取り組み

でございますが、一般部約４キロメートルの

うち、高麗門踏切から下馬天神踏切までの区

間に、熊本城等に密接に関連する埋蔵文化財

が確認されたため、ＪＲ九州と高架橋の構造

について協議をいたしております。 

 また、熊本駅部約２キロメートル区間で

は、今後二本木遺跡群に係る埋蔵文化財の調

査、駅構内における旅客等の安全を確保しな

がらの施工、駅構内における新幹線と在来線

 - 11 -



第７回 熊本県議会 高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録（平成24年６月21日) 

に囲まれた狭い工事ヤード内での施工等の厳

しい制約が考えられております。したがいま

して、これらの事業推進上の課題についてＪ

Ｒ九州と確認をし、事業への影響を精査して

いくことといたしております。 

 最後に、別添資料①の１ページ目の裏面の

２ページ目の図面を、こちらをごらんいただ

きたいと思います。こちらは、上熊本駅舎と

熊本駅舎のデザインイメージでございます。 

 ①の上熊本駅舎は、地元と協議を行い、Ｊ

Ｒ九州から示されたものです。外壁に木材を

使い、森の都・熊本が感じられる駅を表現い

たしております。 

 ②の熊本駅舎は、ＪＲ九州が安藤忠雄さん

に委託して作製いたしました。外壁は熊本城

の石垣に見られる武者返しのイメージ、ホー

ムの上屋は森の都の感覚を木組みで表現いた

しております。 

 以上で説明を終わります。 

 

○津森地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 資料の43ページをお願いいたします。 

 国の新熊本合同庁舎の整備について御説明

いたします。 

 計画概要でございますが、新合同庁舎は、

Ａ棟、Ｂ棟の２棟あり、Ａ棟が地上12階、地

下１階の約２万6,000平米、Ｂ棟は地上９

階、地下２階の約２万4,000平米でございま

す。 

 庁舎整備及び予算の状況でございますが、

Ａ棟は、平成22年11月に完成、平成23年２月

末には６つの国の出先機関が入居完了してお

ります。 

 Ｂ棟につきましては、昨年10月に再び事業

中止が懸念されたところでございますが、知

事、県議会議長、経済界、熊本市長などから

国に対して整備推進の要望活動を行いました

結果、県議会のお力添えもあり、おかげさま

をもちまして本年度政府予算にＢ棟整備費1,

500万円が計上され、整備は継続して進めら

れております。なお、Ｂ棟は本年10月に着工

予定であり、平成26年10月に工事完成の予定

と聞いております。 

 以上でございます。 

 

○手島道路整備課長 44ページをお願いいた

します。 

 熊本都市圏における交通渋滞は、国道３号

や国道57号東バイパスなどの主要な幹線道路

に交通負荷が集中するため発生するといわれ

ております。このため、都市圏中心部への交

通の流入を分散させることを目的として、環

状道路や放射道路などの骨格幹線道路網の整

備や、それに接続する都市内道路網の整備の

促進を図っております。 

 また、交通管理者におかれまして、自動車

等に対する交通情報の提供や公共車両優先等

のシステム稼働など、交通流のさらなる円滑

化を図る新交通管理システムを拡充をされて

おります。 

 45ページをお願いします。 

 まず、骨格幹線道路網等の整備でございま

す。 

 現状についてでございますが、先ほど９ペ

ージの熊本環状道路や10ページの熊本天草幹

線道路のところでも御説明したとおり、国・

県・市において、熊本都市圏の交通渋滞対策

として、骨格幹線道路網等の整備を促進して

おります。これまでに国道57号東バイパスの

６車線化、国道３号熊本北バイパスの5.8キ

ロメートル区間、一般県道田迎木原線等の整

備が完了しており、国道３号植木バイパスの

2.3キロメートル区間が、平成23年４月に暫

定２車線で供用されております。 

 今後も熊本都市圏の交通渋滞の解消に向け

て、国・県・市町村で連携を図りながら、骨

格となる幹線道路や、それに接続する都市内

道路網の整備を促進してまいります。 

 続きまして、交差点改良について御説明申
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し上げます。 

 現状についてでございますが、熊本都市圏

の交通渋滞対策として、熊本市内の浄行寺交

差点、妙体寺前交差点、子飼交差点、堀川交

差点及び合志市内の御代志交差点において事

業を進めております。なお、熊本市の政令指

定都市移行に伴い、熊本市内の事業は熊本市

に引き継いでおります。 

 今後も、早期の渋滞解消に向けて、現在整

備中である交差点の事業促進を図ってまいり

ます。 

 以上でございます。 

 

○奥田交通規制課長 続きまして、(3)の信

号機の運用改善等について御説明します。 

 信号機の運用は、道路の新設や改良にあわ

せまして、右折の車の多い・少ないに応じ

て、右折の青の秒数を増減させる信号機の右

折感応化や、左折、直進の通行権を必要に応

じてふやした信号機の多現示化などの改善に

努めているところでございます。 

 また、公共交通の安全化と円滑な運行を確

保することを目的として、昨年３月から路面

電車優先システムの運用を開始しています。

これは、熊本駅前の電停と辛島町の電停の

間、上熊本駅前電停と辛島町電停の間の２区

間に、路面電車の通過情報を、通信機能を持

つ車両感知機であります光ビーコンで収集い

たしまして、進行方向の信号機を優先に青に

制御し、路面電車の定時性と利便性の向上を

図るシステムであります。このシステムを導

入いたしました結果、路面電車の定時性の確

保はもとより、この区間の運行時間は最大１

分30秒の短縮効果があらわれているところで

ございます。 

 次に、新交通管理システムの拡充について

でございますが、資料の46ページをお願いい

たします。 

 本県の新交通管理システムは、ドライバー

に対して必要な情報をリアルタイムに提供す

ることにより、交通の流れを積極的に管理し

ていくために、高度交通管制システムを中核

として運営しております。そのシステムを構

成するサブシステムに、交通情報提供システ

ム、公共車両優先システムなどの導入を進め

ているところです。 

 (1)の交通情報提供システムは、交通情報

板による交通情報提供に加えまして、ドライ

バーに渋滞情報や旅行時間の情報など必要な

交通情報をカーナビゲーションを通じて提供

するシステムで、平成12年４月から運用を行

っています。 

 (2)の公共車両優先システムは、バスの進

行方向の信号機を優先に制御することで定時

性を確保し、公共交通機関の利用を促すシス

テムです。平成14年から３カ年をかけまして

電車通り、主要地方道熊本高森線、それから

国道３号線など３区間14.5キロを整備してお

ります。 

 (3)の路面電車優先システムは、先ほど信

号機の運用改善等のところで説明したとおり

です。(2)の公共車両優先システムの中の１

つになります。 

 今後の取り組みといたしましては、交通情

報提供システムのさらなる整備拡充を図り、

きめ細かな情報を提供することにより、交通

流の自立的な分散を促すなど、安全で快適な

交通環境の整備に努めてまいります。 

 以上でございます。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 資料の4７ページをお願いいたします。 

 大きな項目Ⅲ番、九州新幹線鹿児島ルート

を活用した地域振興に関する件でございま

す。 

 (1)九州新幹線の運行状況でございます。

九州新幹線の熊本駅停車本数は現在137本、

熊本から博多、新大阪に向けて片道１時間当

たり４本の運行でございます。なお、熊本駅
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の直通列車ございますが、46本のうち10本が

新大阪と最速で結ばれる「みずほ」となって

ございます。 

 中ほどに、停車本数の状況でございます。

県内各駅の状況でございます。上段が停車本

数、下段が直通列車の状況でございます。 

 (2)新幹線の利用状況でございます。九州

新幹線の利用状況も、年度当初震災の影響が

大きくありましたが、５月以降から利用者が

徐々にふえまして、博多－熊本間、昨年度ト

ータルで896万人となりまして、開業前の特

急利用者数と比べまして約244万人、約４割

の増加となっております。また、県内の各駅

につきましても、開業前の乗降客と比べてお

おむね30％程度増加しております。 

 48ページをお願いいたします。 

 上段の表が新幹線の利用実績でございま

す。博多－熊本間開業１年目につきまして

は、１日当たり２万4,500人の利用となって

おります。 

 下の表が各駅の乗降客数の推移でございま

す。１月から３月のところをごらんになられ

てください。新玉名駅で1,000人、熊本駅で

１万3,400人、新八代駅1,950人、新水俣駅1,

000人と、いずれも先ほど申しましたよう

に、開業前に比べて約３割程度の増加となっ

ております。 

 なお、後ほど別添資料を活用いたしまし

て、開業後の各エリアとの旅客流動につきま

して改めて説明させていただきます。 

 交通政策課は以上でございます。 

 

○津森地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 49ページをお願いいたします。 

 ２番の、九州新幹線を活用した熊本づくり

及び観光振興等でございます。 

 九州新幹線の全線開業を、熊本の地域振興

や観光振興の発射台と捉え、熊本を「知って

もらい」、そして「来て楽しんでもらい」、そ

して「また来ていただける」ような取り組み

を、県民、各機関や団体及び県・市町村が一

体となって推進を図ってまいりました。 

 新幹線くまもと創りにおきましては、それ

ぞれの地域の人と人をつなぎ、地域の資源や

特性といった魅力を磨き上げる取り組みを、

県民、地域が主役となって進めてきたところ

でございます。今後、新幹線開業効果を最大

化して熊本へのリピーターを拡大していくた

め、今後この取り組みをこれまで以上に継

承・発展させてまいります。 

 地域振興課は以上でございます。 

 

○坂本くまもとブランド推進課長 くまもと

ブランド推進課でございます。 

 同じく49ページでございます。 

 くまもとプロモーションの推進及び観光キ

ャンペーン等の展開でございます。 

 これまでＫＡＮＳＡＩ戦略を進めてまいり

まして、これまで御説明しましたように、一

定の成果が上がっているのかなと考えており

ます。その成果、取り組みを踏まえまして、

引き続き関西・中国地方におきましてＰＲ展

開を行うとともに、これまでも展開はしてお

りましたけれども、重点的に福岡都市圏にお

いてもその地域の特性を踏まえた取り組みを

推進して、熊本の存在感を高め、県等が実施

するようなさまざまな取り組みの訴求力を高

めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 50ページをお開きいただきたいと思いま

す。 

 これまでの取り組みと24年の取り組みでご

ざいます。 

 これまでの取り組みといたしまして、くま

もとプロモーションということで、９月30日

に「くまモン」を営業部長に知事のほうから

委嘱をしていただいております。併せて100

万人の方と何らかの形で接点を設けようとい

うミリオンプロジェクトを立ち上げまして、
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一定の成果が、100万人に何らかの形で関与

をさせていただいたことで、上がったと思っ

ております。 

 それと、くまもとの食を生かしたファン拡

大ということで、「くまモン」をフックにし

た「くまもとの食ＰＲ事業」を展開しており

まして、そこに訪問実績と書いております

が、10事業所・団体を「くまモン」営業部長

が訪問をさせていただきました。 

成果として上がったものが、串かつ協議

会、特に皆様方にお伝えしたのは、カゴメ並

びにUHA味覚糖のぷっちょが有名ではなかっ

たかなと思っております。なお、ぷっちょに

つきましては、４月で全国販売をいたしまし

て、香港で販売をしたという実績が上がって

おります。 

 それと、量販店におきまして、熊本フェア

等の開催を行ったところでございまして、関

西圏のイトーヨーカ堂の14店舗、阿倍野店を

中心としまして催事を行っております。売上

額が1,500万程度はあったというふうに報告

を受けております。 

 地域特有の魅力に着目したプロモーション

でございますが、それぞれの地域の特徴とい

たしまして、まず関西地域はやっぱり甲子園

球場だろうということで、甲子園球場に看板

の掲出を、また球場内でのイベント等を行っ

たところでございます。 

 広島については、広島球場、今マツダスタ

ジアムといっておりますが、そちらのほうを

中心とした形で看板設置、並びに前田選手等

を活用した展開をさせていただいておりま

す。広島において有名な祭りとしてフラワー

フェスティバル、フードフェスティバルがあ

りますので、そちらのほうもあわせて活用さ

せていただいたところでございます。 

 関西地域では、もう一つ、一番下に書いて

おります第２回くまもと逸品縁日＆ミナミあ

っちこっちラリーを、２月の18日から19日

に、湊町のリバープレイスというところで開

催をさせていただきまして、４万3,000人ぐ

らいの方々に御来場をいただいております。 

 ブランド推進事業でございます。ＫＡＮＳ

ＡＩ地域における認知度調査を、ずっとこの

事業の成果指標として行ってきたところでご

ざいますが、平成19年度「熊本に関心がある

方」が13％あったのを、昨年末までの目標と

して26％ということで私ども頑張ってまいり

ましたが、結果的には21％ということになり

ました。 

 この原因をいろいろ考えてみましたけど

も、「くまモン」の認知度が、ＫＡＮＳＡＩ

地域において６割という形で高い水準を維持

しておりますが、それが直ちに熊本に結びつ

くのがまだ弱かったのかなということ、それ

とあわせまして東日本大震災等の影響で、全

体的に東日本のほうに関心がいって、九州へ

の関心が全体的に落ち込んでいるというこ

と、並びに「九州沖縄各県で興味・関心が湧

くのは」という簡単な質問で行っている関係

もございまして、沖縄等の基地の問題が出ま

すと、そちらのほうに関心が集まるというふ

うな状況がございまして、全体的に下がった

のではないかなという分析をさせていただい

ております。 

 52ページをお開きをいただきたいと思いま

す。 

 「くまモン」等につきましてですけれど

も、昨年度は、熊本県内におきましては新幹

線元年戦略室で実施をしております。また、

首都圏におきましては広報課で実施をさせて

いただいております。その実績でございます

けども、23年度の出動回数といたしまして

は、熊本・福岡におきまして1,378回、関西

地区において337回、関東圏においては160回

ということで、合計1,875回の出動回数に上

っております。 

 ツイッターで、双方向のコミュニケーショ

ンを図っておりますけれども、このフォロワ

ーが現状では６万7,000人を超えているとい
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う状況でございます。 

 「くまモン」のキャラクター使用について

は、著作権に基づき利用許諾を行っておりま

すが、昨年度１年間で許可件数が3,900余に

上っております。主には、食品関係とかグッ

ズ関係が主であったかなというふうに考えて

おります。「くまモン」の昨年の年間売り上

げを、調査をさせていただきましたらば、78

2業者のうち413事業者しか回答が来ておりま

せんが、それでも25億以上の売り上げがあっ

たというふうに報告を受けております。 

 次の kumamoto surprise film は、小山薫

堂氏が全体の脚本・監督を行いまして制作を

したものでございますけれども、これにつき

まして、３月から４月にかけまして羽田空港

で熊本空港の待ち合いで上映を行うととも

に、つい最近でございますけども、６月14日

に、米国アカデミー賞の公認国際短編映画賞

のショートショートフィルムフェスティバル

＆アジア2012におきまして、観光映像大賞を

受賞しております。さらに、このフィルムの

利活用について今後検討をしてまいりたいと

考えております。 

 24年度の今後の取り組みでございますけど

も、「くまモン」につきましては、今までは

こちらから押しかけていって企業等といろん

なコラボを展開しておりましたけども、最近

は「くまモン」が有名になりましたもんです

から、全国のあらゆる企業からコラボしてい

ただけませんかというオファーが届いており

ます。そういうことで、今後全国に発信力の

あるような企業との連携を強めてまいりたい

と考えております。 

 一例として挙げますと、現状今やっており

ますのが、サンリオとのコラボ展開をやって

おります。これはキティちゃんで有名かと思

っておりますけれども、キティちゃんの出て

おりますピューロランドという施設、多摩市

にございますけども、そういうところで熊本

フェアをやって熊本のＰＲをやるとか、熊本

の食材を利用したものを食堂で出していただ

く等の展開をやらせていただいております。 

 それとあわせまして、近畿ローソンにおき

まして、約1,900店舗で「熊本よかもんフェ

ア」ということで、ローソンの御協力をいた

だいてやらせていただいております。 

 地域の特性に応じましては、先ほど申し上

げましたように、関西につきましては、甲子

園球場だけではなくて、新たにサッカーなで

しこリーグのアイナック神戸と５月26日に連

携協定を結んでおります。神戸においてまだ

まだ弱い部分がございましたので、そこを拠

点としながら、神戸において熊本の存在感を

高めてまいりたいと考えております。 

 福岡につきましては、キャナルシティや博

多座、ヤフードームなどの大規模の集客施設

と連動した形でのプロモーション展開を考え

ております。 

 「くまモン」につきましてですけれども、

「くまモン隊」につきましては、これまで新

幹線元年戦略、広報課でばらばらにやってお

りましたのを、私どもの課で一元的に取り扱

うこととさせていただいております。効果的

な「くまモン隊」の活用を図ってまいりたい

と考えております。 

 なお、今年度につきましては、上海にも

「くまモン隊」を配置する予定にしておりま

して、補正予算で国際課のほうから上げさせ

ていただいていますので、よろしくお願いを

いたします。 

 「くまモン」キャラクターの使用につきま

しては、先ほど3,900件ということで御説明

をさせていただきましたが、最近特に多く

て、１日平均20件から30件ぐらいの申請、並

びに相談については70件ぐらいの相談を受け

付けております。毎日それをこなすのがかな

りハードな状況でございまして、許可件数に

つきましても、最近２カ月で903件というよ

うな状況で、大体5,000件を超えておるとい

うような状況でございます。 
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 以上でございます。 

 

○小原観光課長 観光課でございます。 

 観光課は54ページからとなります。 

 昨年度は九州新幹線全線開業にあわせて、

関西以西を中心に大型キャンペーンを展開し

てまいりました。特に、昨年10月から12月に

かけて実施した熊本・宮崎・鹿児島デスティ

ネーションキャンペーンは、約124億円の経

済効果をもたらすものとなりました。 

 平成24年度においては、大河ドラマ「平清

盛」にあわせて実施している「平家遺産をめ

ぐる旅キャンペーン」や、夏休み期間中にあ

わせて家族や涼しさをテーマとした「くまも

とあそビンゴ！！」など、ことしもキャンペ

ーンを積極的に展開し、観光客を呼び込むこ

とで、九州新幹線開業効果の継続・拡大を目

指してまいります。 

 続きまして、これら平成23年度に実施した

主な取り組みを御説明いたします。 

 57ページをお願いいたします。 

 南九州３県のデスティネーションキャンペ

ーンで、キャンペーン史上初めてのオープニ

ングイベント「極城の祭典」を熊本城で実

施、３日間で約６万人の観光客を集め、中で

も三千人太鼓は和太鼓同時演奏のギネス世界

記録を達成し、全国に向けて大きな話題を提

供したところでございます。 

 次に、58ページをお願いいたします。 

 デスティネーションキャンペーン後のこと

し２月から３月にかけまして、ＪＲ西日本と

タイアップいたしまして、観光キャンペーン

「ビッ！！クマモトキャンペーン」を実施し

ました。このキャンペーンでは、さまざまな

ＰＲ活動のほか、大阪環状線で「くまモン列

車」を走らせました。 

 次に、59ページをお願いいたします。下の

ほうでございます。 

 九州新幹線開業１周年を契機にさらなる熊

本観光の認知度向上を目指し、ＪＲ九州、Ｊ

Ｒ西日本と連携しながら、開業１周年イベン

ト「くまもと春祭り」を、県内の新幹線各駅

や福岡、関西にて開催をいたしております。 

 次に、62ページをお願いいたします。 

 熊本県議会観光物産振興議員連盟と協調し

ながら、宮崎・鹿児島両県及び長崎・大分両

県と連携した取り組みも進めております。宮

崎県、鹿児島県とはデスティネーションキャ

ンペーンにあわせた旅行商品づくりを、また

長崎県、大分県とは熊本を中心とした九州横

軸への広がりを促進させるための、レンタカ

ーを利用した観光キャンペーンを展開いたし

ました。 

 次に、63ページをお願いします。 

 平成24年度の主な取り組みについてでござ

います。冒頭説明いたしましたが、この夏の

「くまもとあそビンゴ！！」キャンペーン、

ことし12月まで展開する「平家遺産をめぐる

旅キャンペーン」を初めとした取り組みを進

めることとしております。 

 64ページをお願いします。 

 ⑤でございますが、九州新幹線を活用した

修学旅行の誘致にも力を入れてまいります。

この４月には、既に関西の旅行会社を集め、

南九州３県の修学旅行の素材をアピールした

ところでございます。このほか、秋以降、九

州新幹線を活用した大型キャンペーンの実施

に向けて、現在ＪＲ西日本と協議を進めてい

るところでございます。 

 観光課は以上でございます。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 お手元、別添資料の②をお願いいたしま

す。Ａ４縦長でございます。 

 九州新幹線全線開業１年後の状況等につき

まして、交通政策課、地域振興課、観光課で

続けて説明させていただきます。 

 まず、１ページをお願いいたします。 

 新幹線全線開業後の旅客流動等についてで
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ございます。 

 上段、関西地方との旅客流動でございま

す。今、横長にグリーンと青で線を引いてお

りますが、緑色がＪＲ新幹線の状況、青色が

航空機の状況でございます。熊本と関西地

方、平成22年度につきましては、新幹線が28

万5,000人、航空機が60万5,000人、その他１

万8,000人、その他は高速バス等でございま

す。合計90万8,000人の流動がございまし

た。 

 下段、平成23年度でございます。ＪＲ九州

新幹線で82万2,000人、航空機が56万1,000

人、その他１万7,000人、合計140万人の流動

となっています。新幹線開業後49万2,000

人、前年度比54％の増加となっております。

また、このシェアを見てみますと、開業前は

新幹線と航空機のシェアは３対７でございま

したが、開業後は新幹線が６対４で、６割が

新幹線となっております。 

 １ページの下段では、同じように関西地方

と鹿児島県との流動でございます。平成22年

度につきましては、新幹線12万8,000人、航

空機98万7,000人等で、合計126万6,000人。

これが23年度につきましては、新幹線63万9,

000人、航空機89万8,000人等によりまして16

8万人、合わせまして開業後41万4,000人の増

加、前年度比33％の増となっております。 

 ２ページをお願いいたします。 

 今度は中国地方との旅客の流動でございま

す。中国地方につきましては新幹線のみの比

較になっております。開業前22年度16万5,00

0人が、熊本におきましては43万人にふえ、2

6万7,000人の増加、前年度比162％の増でご

ざいます。 

 一方、鹿児島につきましては、開業前11万

1,000人が56万4,000人と45万3,000人の増

加、前年度比約４倍の増加となっておりま

す。 

 ２ページの後段でございます。 

 これは関西地方、中国地方と合わせまして

新幹線部分の利用者数の推移をトータルした

ものでございます。利用者数でございます

が、熊本県におきましては、関西地方との流

動者82万2,000人、中国地方43万2,000万人

で、合計125万4,000人でございます。この内

訳としましては、点線で囲んでおりますが、

関西・中国地方から熊本に、その内訳としま

して約７割インバウンドでございます。後

段、鹿児島県につきましては、関西地方63万

9,000人、中国地方56万4,000人で、合計120

万3,000人。内訳としましては、関西・中国

地方からの入り込みが74％となっておりま

す。 

 ３ページをお願いいたします。 

 福岡県との流動でございます。平成22年度

につきましては、ＪＲで熊本県の場合197万

9,000人、その他、これは高速バスでござい

ますが116万5,000人、合計314万4,000人の流

動がございました。開業後23年度は、新幹線

とＪＲで271万2,000人、その他131万2,000

人、トータル402万4,000人。開業後につきま

して88万人の増加、前年度比28％の増でござ

います。福岡－熊本間につきましては、これ

は熊本から福岡に行くほうがシェア約６割と

なっております。 

 下段、鹿児島県の状況でございます。22年

度、新幹線139万1,000人、その他41万3,000

人、合計180万4,000人が、開業後、新幹線22

8万1,000人、その他42万人で、合計270万1,0

00人。開業後89万7,000人の増加、前年度比5

0％の増。鹿児島－福岡間につきましては、

およそ半々の移動になっております。 

 ４ページをお願いいたします。 

 これは、新幹線利用者のそれぞれの地域と

の流動のシェアを割り振ったものでございま

す。熊本県につきましては、新幹線利用者数

トータル639万人でございました。関西82

万、中国43万、福岡27万1,000人に加え、鹿

児島との間が90万人、県内での利用が80万

人、その他が73万人となっております。 
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 一方、鹿児島県、下段につきましては、利

用者数トータル699万人、関西64万、中国56

万、福岡228万人に加えて、熊本との間は90

万人、県内移動が106万人、その他155万人と

なっております。 

 鹿児島と熊本を比べてみますと、県内利用

とその他で若干差が出ております。鹿児島の

県内に106万人、熊本80万人、鹿児島のほう

が新幹線開業が先行しておりましたので、エ

クセルパスの利用も伸びまして、新幹線の利

用が定着していったのではないかと見ており

ます。 

 また、その他の内訳につきましては、その

他の中の点線の「その他」でございますが、

39万人鹿児島ございます。熊本は「その他」

のその他11万人でございます。内訳としまし

て、熊本のほうは、四国が２万9,000人、北

陸が１万人、一方鹿児島側は、北陸が10万

人、四国が９万人となりまして、このような

ところで新幹線の終着効果が出ているのかと

見ております。 

 交通政策課の旅客流動については以上でご

ざいます。 

 

○津森地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 同じ資料の５ページをお願いいたします。 

 (2)新幹線の利用目的調査でございます。 

 本年の１月下旬の平日及び休日に、県内の

４駅で新幹線の乗降客の方々から聞き取り調

査を行いました。利用目的及び居住地につい

て聞いております。 

 まず、利用目的につきましては、「仕事」、

「帰省、家族・親戚に会う」、「観光」と続

き、１割以上の回答があった項目は以上の３

項目のみということで、新幹線の利用目的は

かなり分散しているということが見てとれま

す。 

 また、各駅の利用状況を総合的に見てみま

すと、まず、新玉名駅でございますけども、

県民の利用が多い一方で、仕事に加えて特に

休日における観光客の利用が多かったという

ふうなデータが出ております。 

 熊本駅につきましては、仕事（出張）が多

く、居住地で見ますと、九州内が３に対して

九州外が１という割合、また県民の利用は4

5％程度で、福岡との仕事（出張）での行き

来が多いというふうなことになっておりま

す。 

 新八代駅につきましては、新水俣駅ほど県

民比率は高くございませんが、鹿児島県や宮

崎県との行き来が総体的に活発であります。 

 新水俣駅につきましては、部分開業から７

年を経過しているため、通勤通学を初めとし

た日常的な利用が定着しており、県民の方々

の利用が多いというふうな調査結果になって

おります。 

 続きまして、１ページ飛びまして７ページ

をお願いいたします。 

 (3)県内企業の事業活動への影響調査でご

ざいます。 

 これも同じ本年１月下旬に、県内に本社ま

たは支社を置く事業所に、郵送等でアンケー

ト調査を行ったものでございます。２つ聞い

ておりまして、事業者の皆様方に、事業者御

自身に対しての影響、またもう一つは事業者

の方々、自分自身に限らず、自分の住んでい

る地域にとっての影響、この２点について聞

いております。 

 新幹線の開業効果が自分自身の事業所の

「事業活動に及ぼした影響」につきまして

は、「影響はない」というのが半分を占めて

おりますが、次に多いのが「プラスの影響の

方が大きい」ということで31.3％、「マイナ

スの影響の方が大きい」という回答は3.3％

にすぎないという結果でございました。 

 また、自社の活動に限らず、自分のところ

が立地している地域についての影響につきま

しても、「プラスの影響のほうが大きい」と

いう数字が41.3％となっておりまして、さら
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に10％程度自社の活動に比べてプラスのポイ

ントが高いということがございます。地域全

体へのプラスの影響への期待感が高く感じて

いる企業が多いことがうかがえます。 

 また、業種別につきましては、生活関連サ

ービス業、娯楽業や宿泊・飲食サービス業と

いった、観光客の増加の影響を直接受ける業

種で高いというふうな結果になっておりま

す。 

 このような結果を見てみますと、観光など

直ちに新幹線の直接的な効果を受ける分野に

おいて数字にあらわれているというふうなこ

とが見てとれます。今後、いかに地域に定着

させて新幹線の中長期的な効果を享受するこ

とができるようにするかというのは、今後の

地域づくりの課題だというふうに考えており

ます。いかに数字にあらわれないような、必

ずしも目に見えない地道な地域の動きという

のを大事にしてまいりたいと思っています。 

 例えば、「くまモン」につきましても、派

手な部分に目が行きがちでございますが、く

まもとサプライズの一環としまして、地道に

幼稚園や小学校等を回り、子供たちにわかり

やすく地域の魅力を伝えるなど、徐々に「く

まモン」を通じて子供たちの郷土愛を育むこ

とにつながるとともに、地元の身の回りの魅

力探しなど、地道な取り組みも少しずつです

が広がりつつあります。 

 また、新幹線開業を発射台として、行政間

の連携はもちろんのこと、経済界若手など、

従来の枠組みを超えた広域的な連携も進みつ

つあります。 

 このような、なかなかすぐには数字にあら

わすことができないものでございますけど

も、現場や地元の声をしっかりうかがわさせ

ていただきながら、新幹線くまもと創りを今

後継承・発展して、中長期的に新幹線の効果

を県内全域に表示できるよう、引き続き努力

を重ねてまいりたいと思っております。 

 地域振興課は以上でございます。 

 

○小原観光課長 観光課でございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 熊本県宿泊客数動向調査速報値でございま

す。本県が実施いたしました宿泊客数動向調

査によりますと、県内主要36ホテル・旅館の

回答のあった平成23年６月から24年３月まで

の延べ宿泊者数は、対前年比で国内客は９％

増加しております。海外客は逆に31％減で、

全体では2.7％の増となっております。国内

客につきましては、関西以西からの来訪者を

中心に、対前年度比42％増加しており、新幹

線全線開業の効果のあらわれと感じておりま

す。 

 次に、９ページをごらんください。 

 熊本・宮崎・鹿児島デスティネーションキ

ャンペーンの経済波及効果についてです。先

ほども御説明申し上げましたとおり、約124

億円の効果が推計値で出てございます。 

 なお、キャンペーン期間中の本県の観光客

入り込み数を下の表に掲載しております。国

内観光客数でございますが、宿泊者数及び日

帰り客数もふえまして、増減比が174万7,000

人余ということで、こちらも増加をしており

ます。 

 観光課からは以上でございます。 

 

○井手順雄委員長 以上で執行部からの説明

が終わりましたので、質疑に入ります。何か

ありませんか。 

 

○小杉直委員 ３点質問をさせていただきま

す。 

 最初、31ページ。地元の佐藤委員もおいで

ですので私が質問するのもどうかと思います

が、いわゆる(2)の自動車交通及び渋滞の状

況、その中に、下のほうに「国道57号」と書

いてあるですたいな。阿蘇方面から立野を下

るときの県道に至る道路が、今通行どめにな

っておるですね。ここ数日前は知らぬです
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よ、その前はなっていましたが、その影響

で、あすこの立野から大津が相当渋滞するわ

けですが、あれの工事が、以前のように下の

県道に行かれるのはいつごろか、それによっ

て交通渋滞が緩和されるということですか

ら、それが第１点。 

 第２点、34ページ。(1)の阿蘇くまもと空

港へのアクセスの改善というふうになってお

りますが、御承知のとおり、熊本から熊本空

港に行くのには第２空港線、それから第１空

港線と２つとも通っていきますね。あすこの

トンネルで万が一事故があった場合には通行

ができない。その場合の危機管理として、あ

のトンネルで事故・トラブル等が発生したと

きに利用客に迷惑をかけないように、迂回路

なり逃げ道の考え方ができているかどうか。 

 第３点、42ページ。高架事業に伴う埋蔵文

化財の件ですが、これは本会議でも質問があ

っておりました。質問者のパフォーマンスに

気をとられて、（笑声）答弁のほうばよく私

が聞き損なった点がありますが、いわゆるあ

れの道路の進捗状況にどの程度この埋蔵文化

財の調査が影響を与えるのか、その点がちょ

っと心配ですのでその件を。 

 以上、３点お願いします。 

 

○手島道路整備課長 57号の工事について

は、小杉委員がおっしゃったようなことは理

解しておりますけども、残念ながら工事工程

について十分な資料を本日はお持ちしており

ませんので、後日御報告させていただきたい

と思いますけど、委員長の御了解をいただけ

ればそういう形で。 

 

○井手順雄委員長 わかる程度御説明できる

ならば……、わからん。 

 

○手島道路整備課長 全体としての工程はわ

かっているんですけど、今言われた、今困っ

ていることについて十分認識はあったんです

けど、情報がございません。済みません。 

 

○小杉直委員 その件に関しては、当然57号

線の交通アクセスについては承知しとかにゃ

ん問題ですから、後で説明は聞きますけれど

も、この時点でも説明できるようなことが当

たり前の心構えですから、今後ともしっかり

よろしくお願いします。 

 

○亀田道路保全課長 道路保全課でございま

す。 

 御質問の２点目の、空港地下道の危機管理

の件でございますけど、いろんな事故の想定

がされておるところでございますが、例えば

豪雨時の冠水でありますとか、いろいろその

ほかにも危機の予想はされるところでござい

ますけど、空港地下道につきましては、地元

の菊池地域振興局とそれから上益城の地域振

興局の両局にまたがる管轄でございまして、

両事務所で危機管理体制のマニュアルをつく

りまして、いざいろんな支障が生じた場合に

は、緊急に対応ができる態勢は一応とってお

ります。 

 それとあわせまして、空港ビルとも協定を

提携しておりまして、そういったところでも

って危機管理の態勢をとっているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 中川さん、トンネルにトラブ

ル・事故があった場合の迂回路については、

ああたのほうでどこかちゃんと承知しとるで

すか。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 阿蘇くまもと空港の交通アクセスにつきま

しては、大変道路ネットワークに頼っている

状況でございますので、トンネル等で万一の

ことが起こりましたら多大な影響が出ること
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を承知いたしております。 

 道路整備部門等とも連携いたしまして、道

路の迂回路等の対策、あるいは私どもとしま

しては、公共交通機関のネットワークの強化

に取り組んでまいろうと思いますが、いずれ

にいたしましても、鉄軌道でなくて道路であ

ります以上、公共交通でも影響があるという

ことを承知しております。しっかり取り組ん

でまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 いつ事故が起きるかわからな

い状況は当然予想されるわけですが、あすこ

で事故があった場合には、即座にどこに迂回

路と、利用車両とかを利用客に教えができる

ようなことを、きちんと早急に土木部と話し

合うてその対策を考えてください。要望しま

す。 

 

○上野鉄道高架推進室長 鉄道高架推進室で

ございます。 

 御質問の３点目の、文化財調査の工事への

進捗の影響ということでございますけれど

も、実は昨日、文化財の評価や、昨年度から

の本格着工による工事の実績が上がってきた

ということもございまして、事業の関係者で

今後の取り組みの課題を教示いたしておりま

す。 

 その中で、課題につきましては先ほど御説

明しました42ページにございますが埋蔵文化

財、あるいはそれ以外の駅構内への施工とい

うことも上げられておりまして、これらの課

題が工程に影響をどれだけ与えるかというこ

とを、関係者で急いで精査していくこととい

うことに今なっております。 

 ただし、工事の実施主体であるＪＲの実務

担当者のほうからは、これらの課題を踏まえ

ますと当初の工程を守るのは非常に厳しい、

おくれそうだという意見も出ておりますの

で、私どもとしましてはそれらも含めて、関

係者で急いで精査していきたいというふうに

考えているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 例えば、スムーズにいった場

合にどのくらいのおくれ、あるいはかなり埋

蔵調査に時間がかかった場合にはどのくらい

のおくれ、その見通しはついておりません

か。 

 

○上野鉄道高架推進室長 現在、どのくらい

おくれるという見通しまではついておりませ

ん。ただし、実際文化財調査をしている期間

が、既に昨年の７月からやがて１年ぐらいに

なります。その間は、その区間においては工

事の着手ができておりません。それらも含め

まして、工程そのものにどのような影響を与

えるのかというのは、関係者で急いで精査を

していきたいというふうに考えております。 

 

○小杉直委員 西・南部の発展のためもあり

ますけれども、全体的にやっぱり高架事業の

完成というのは大きな効果を与えるわけです

から、もう１年前から埋蔵文化財の調査をい

いよるならば、現時点ではどの程度の見込み

がされるのか、それは県としては答えるだけ

の把握はしとおかんといかぬとじゃなかです

か。 

 

○上野鉄道高架推進室長 工事実施主体は、

ＪＲ九州さんが鉄道敷設でございますのでや

っていただいておりますので、その中で文化

財調査の期間を工事の中にどれだけ工夫でき

るかというふうなことも検討していただいて

おりますので、まだどれだけということにつ

きましては正確には把握できておりませんの

で、現在その点を急いで精査していくことに

しております。 

 

○小杉直委員 特に、市民の人から、高架事
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業がいつ完成して、その直後に今の駅舎が解

かれて、そして安藤忠雄さんの設計に伴うい

い駅舎が中に入って、すばらしい新幹線駅・

熊本駅ができるという夢を与えていますか

ら、そういうことがいつまでおくれるのか大

事なことですから今後把握して、後日報告を

お願いします。 

 以上です。 

 

○井手順雄委員長 関連ございませんか。 

 

○村上寅美委員 関連。基本的にはやっぱり

おくれるということを、今小杉委員が言われ

るように一番懸念しているわけです。ただ、

埋蔵文化財がいつまでかかるのかという見通

し、それとＪＲ、ＪＲと言うけど、施工とい

うのは熊本県がＪＲに委託するわけだから、

金も出すんだから、その辺はスピードを上げ

て、時と場合では委員会でＪＲにも要望にい

くとか、いろんな活動もやっていいと思うん

です。 

 これ以上おくれたら、いつも言うように、

これは今さら言ってもしようがないけど、鹿

児島は高架が終わって７年、新幹線の開業、

供用開始７年前に整備が終わっている。熊本

県は通過してから５年かな、６年かな、この

差が余りにもひどいというようなことが、こ

れは沿岸道路でも同じことだけど、この辺の

勉強会というのが我々にも責任があると思う

けど、やっぱりこれはいかぬばい。 

 だから、それをひとつぜひ早目に、どうし

ても物理的なものはやむを得ぬとしても、や

っぱり議員を納得させるだけのことを執行部

にはやってもらいたいということで、もうよ

か、答えは要らぬけん、要望。 

 それから、もう一つよかですか。 

 

○井手順雄委員長 どうぞ。 

 

○村上寅美委員 別添資料②の１ページだけ

ど、鹿児島と熊本のＪＲと航空機、その他の

乗車が140万と約170万、30万の差があるとい

うことですね。「九州新幹線全線開業１年後

の状況等について」裏の１ページ、新幹線の

説明あったよね。これは何が原因か、それか

らどうすればこれは鹿児島にまさるようなこ

とができるかということのテーマを真剣にや

らないとだめよ。 

 部長、あんたまだおるかおらぬか知らぬば

ってん、これこそ真剣にやらにゃいかぬ。そ

うすると、今言われたように熊本駅を安藤忠

雄氏がやるとしても、やっぱり魅力あって駅

におりられないことには阿蘇も天草もないん

だから、これはぜひ経済界とも、地元とも、

議会ともよく打ち合わせをしてやってもらい

たいと思うんですけどね。何かあっですか。 

 

○井手順雄委員長 ちょっと待ってくださ

い。その前に、先ほどの上野室長の関連があ

りますので、それが終わって、その分に関し

ましては大きな関連の話があるかと思います

ので。 

 

○佐藤雅司委員 村上委員のほうがおっしゃ

いましたので、同趣旨でございますけど、そ

れでやめようかと思いましたけれども、どう

しても一言言うとかないかんなと思っており

ますが、県もこの新幹線の事業に対しては多

額の財政支出をしているわけですね。今課長

さんのおっしゃる話は、ＪＲがＪＲがと、責

任転嫁をしているようにしか聞こえないんで

す。だから、県も主体的に動いてほしいと、

金出しているんですから。 

 それから、県民の話もありまして、ぜひそ

ういうところは認識をちょっと変えて、そう

いったところを、県議会の意向あたりをしっ

かり伝えてほしいなというふうに思っており

ます。ですから、そういうふうな言い方はち

ょっと私どももおかしいなというふうに感じ

ております。 
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 それからもう一つは、熊本空港へのトンネ

ルの話ですけども、これはかなり前から懸念

されていたことです。県警の交通部も、相当

雨が降ったりとか交通渋滞、それから皆さん

余裕を持って確かに空港においでになると思

いますけども、大体30分程度の話です。それ

がかなり渋滞をしますと乗れないという状況

があることは、皆さん方とっくに御承知のこ

とだろうと思いますので、やっぱりそうした

ことはちゃんと、この対策はとっております

というぐらいの実は回答が欲しかったなとい

うふうに思っているんですけども、これがス

ピード感がないのかなと、そういうふうに思

っております。 

 以上、２点です。 

 

○井手順雄委員長 要望で。 

 

○佐藤雅司委員 答えてくださいよ。 

 

○上野鉄道高架推進室長 委員の御指摘もご

ざいまして、今までもそのようにやってきた

ものではありますけれども、ＪＲ九州とは県

としましては事業主体としてしっかり協議を

していきたいと思っております。 

 以上でございます。 

 

○井手順雄委員長 ２点目につきましては。 

 

○佐藤雅司委員 周辺の話については、県警

の方にそこ辺はちょっとお尋ねしたいと思う

んですけど、あすこの渋滞対策については、

何か御指摘がありませんかね。 

 

○奥田交通規制課長 空港周辺の渋滞という

ことでございますか。 

 

○佐藤雅司委員 空港の下のトンネルがいつ

も渋滞するんですけども、ぎりぎりになって

乗れない状態が出てくるということです。 

 

○奥田交通規制課長 現在のところ、あすこ

には２方向から入ってくると思いますけれど

も、直ちに状態を解消するというのは、やは

り第２と第１の空港道路に分散をさせるとい

う以外には検討できないというふうなことを

考えております。 

 

○佐藤雅司委員 熊本市内からの話を今はさ

れておると思いますけど、確かに都市圏のほ

うからは、３分の１以上人口がおるわけです

から、それは第２空港線を使えばいいでしょ

う。だけど、菊陽、合志それから大津・阿蘇

方面、あるいは竹田方面からも熊本空港を利

用するんです。雨が降ったら水がたまる、そ

れから本当にぎりぎりの状態で行かなきゃな

らない、このことは重要なことだというふう

に認識をしてもらわぬと困るなと、以前から

の実は指摘事項なんです。だから早期に検討

してもらいたい。これは要望で結構です。 

 

○井手順雄委員長 先ほどの新幹線の高架の

件ですが、協議するときに明確にしてもらい

たいことが３点あるんです。 

 まず、１点が、いつごろ施工できるのか。

それと、文化財に対して今ラーメン構造でや

っていますけども、橋脚方式、飛ばす方式で

やるのかやらないのか、そういった工法を変

えていくのか、それともう一点、それを変え

た場合、予算的にもし増加した場合の市と熊

本県の持ち分ではないけども、そういう協議

ができるのか、その３点について精査してい

ただきながら協議に入っていただきたいとい

うふうに思っています。 

 それでは、先ほどの村上委員の質問に部長

の方から。 

 

○坂本企画振興部長 まさに委員言われるよ

うに、鹿児島、熊本と、関西から鹿児島の方

が遠いのに、旅客流動が鹿児島の方が多い
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と、それは鹿児島県には相当私どもが学ばな

ければいけない点が多くあると思います。 

 それから、委員が言われたように、ハード

整備一つとっても、やはり熊本に比べると、

ハングリー精神を持ってしっかり前に前に考

えてやるべきということは一つあると思いま

す。 

 それから、観光キャンペーンみたいなこと

につきましても、ここのイモ焼酎ですとか黒

豚の、これを売るんだと決めたときの売り込

み方と、熊本の、あれもありますこれもあり

ますという非常にてんこ盛りで、焦点の定ま

らない観光キャンペーンを過去やってきた無

理がやはりあるんじゃないかと。あるいは

「篤姫」と、こちらの大河ドラマにおけるま

だ実現できていない、いろんな意味において

一点集中で頑張るというところが、やはり鹿

児島から学ぶ大きな点だと思います。 

 今回、新しい観光戦略で、阿蘇ということ

を徹底してやっていくんだというふうに絞り

込み型に変えたりします。あるいは「くまモ

ン」効果で、ここだけ見ますと、１年間で見

ると、鹿児島は40万人ふえてこっちは50万人

ふえています。じりじりっとこれから巻き返

していく局面に入っていると思いますので、

委員の御指摘を踏まえてしっかり頑張ってみ

ます。 

 

○村上寅美委員 よろしく。それで、それは

ソフト部分のあなたが言ったのもそうだよ。

僕が抜本的に言っていることは、駅広に、キ

ャナルシティの社長あたりの話を聞いてみる

と、やっぱり核が絶対必要だと。核が絶対必

要なんだということであるから、駅広が約１

万5,000平米か6,000平米かできるじゃないで

すか、こう僕は言っているんです、ここをど

う生かすかと。 

 だから、お客さんが泊まる、お客さんが魅

力のあるものをぜひとつ行政と一体、経済界

も含めて検討に入れば、これからのことだか

ら、これまでを指摘したってしようがないけ

ど、それぞれ指摘はあるけど、これはこれと

して現実だから、しかしこれからどうするか

ということの中に、今部長が言われたよう

に、これから追いつくためにどうするかとい

うときに、やっぱり熊本駅に一つの核という

ものは絶対必要だから。ただ、商業ベースで

言っているんじゃないんですよ、僕が言って

いるのは。 

 そこは十分知恵を出して検討して、28年度

かな、28年だけどおくれそうだと言っている

が、駅の完成には間に合うように、魅力ある

熊本駅をつくってもらいたいということで

す。答えは要りません、要望ですから。担当

課長もよく精査しとってください。もう答え

は出らぬもん。 

 

○山本秀久委員 今いろいろ言いたかったけ

ど、今部長が、鹿児島県を見習えと言った、

あのことは本当にそう思うよ。それはなぜか

と。西回り高速道路の問題で、もう10年か20

年ぐらい前に鹿児島は問題点を全部解決して

いるんですよ。熊本県は突き刺さっていくか

ら初めて気がつくわけだ。鹿児島県は問題が

あるところはきちっと、西回り高速道路は行

ってごらん、いつでも来てもいいようにぱっ

とできとるわけだ。 

 そこをさっき言いたかったけど私は言わな

かった。そうしたら部長が鹿児島県を見習え

と、あの言葉は熊本県はやるべきだ。それだ

け申し上げておきます。要望でよか。 

 以上です。 

 

○氷室雄一郎委員 僕はこの前の代表質問で

もやりました、鹿児島との違いを。一つはお

金の問題もありますし、今村上委員がおっし

ゃったような戦略の問題もあります。これは

前年度新幹線開業が終わって、観光関係の予

算が減っているんじゃないですか。減らされ

ているの、どうなんですか。 
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 私は、人と予算をもう少し考えないかぬと

いうことを言ったんですけど、全体的に部長

どうなんですか。一応新幹線開業が終わって

一段落したから、観光課の予算なんかは削ら

れているんじゃないですか。どうなんです。

全体的なものはわからぬで、観光課は減らさ

れている。 

 

○小原観光課長 観光課でございます。 

 観光関係の予算は減っております。先ほど

23年の状況を御説明申し上げましたが、昨年

度の観光キャンペーンで約１億1,500万円程

度あったんですが、今年度はそれと匹敵する

金額は１億円程度ということで若干減ってお

ります。 

 昨年は開通年ということで、その分多額の

予算をつけていただいて展開したわけですけ

ども、今回も引き続きまして、今年度も開業

効果を継続するために、昨年よりも減少はし

ておりますが、この予算を有効に使って、引

き続き効果を出し続けていきたいと考えてお

ります。 

 

○氷室雄一郎委員 新幹線開業まで頑張って

こられましたし、それは皆さんも知ってい

る。私は、新幹線開業から、これからがスタ

ートだというお話もしたと思いますけども、

へずられているというなら、あとは知恵を出

していただいて、それぞれさまざま指摘がご

ざいましたように、何らかの形で戦略を持っ

てそれを積み上げていく以外にないと思いま

すので、しっかり頑張ってください。 

 それともう一つだけ。私はちょっと意外だ

なというのがあったんですけど、地域振興課

の部分ですけど、新幹線開業後事業活動への

影響調査というのがありますけども、547社

から回答を得られているということでござい

ますけども、この新幹線の全線開業による効

果というのが、半分以上の企業は影響はない

と、全体の50.5％が影響はないということ

は、余り効果がないという、私はもう少しこ

の数字は低くてもよかったんではないかと思

うんですけども。 

 また、その「貴社」といいますが、企業が

立地する地域にとっての影響は、４割ぐらい

がプラスの影響だということなんですけど

も、県全体に波及効果というのが余り見られ

ていないという、どういうお尋ねの仕方かわ

かりませんけども、これから波及効果が全市

に、半分の企業さんは、うちとは余り影響が

ないというお答えになっているということ

は、今さまざまな政策の成果なりを発表され

ますが、余り県下の企業さんにはプラスの影

響は与えていないんじゃないかなという、私

意外な数字だなという思いをしたもんですか

ら、どういうことをお尋ねになったのか、ま

たその結果をどう受けとめておられるのかと

いうことをちょっとお尋ねしたい。 

 

○津森地域振興課長 地域振興課でございま

す。今の御質問についてお答申し上げます。 

 先ほどの御説明の際にも申し上げました

が、まず影響はないというのが50％を占めて

おり、そしてプラスの影響は31％程度という

ことでございますが、まず業種別のところで

見ますと、例えば生活関連サービス業、娯楽

業また宿泊業、こういった観光とかの短期的

にすぐに新幹線の効果を感じるところの企

業、こういうところがやっぱり短期的な意味

での事業に対する影響、プラスの影響という

のをすぐに直感されることが多いのではない

かというふうに考えています。 

 ただし、今熊本経済界と関西の経済界等

で、例えば企業間の連携、ビジネスレベルだ

ったり研究会、こういったような中長期的な

面も踏まえた取り組みというのは今後どんど

ん広がってくると、そういうふうに思ってお

りますし、また特に地域振興課の立場といた

しましては、こういう目に見えるようなこと

だけではなくて、数字は当然大事なことで
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す、数字を前提にしながらいろいろなことを

考えておるわけでございますけども、地域に

なかなか数字にすぐに直結しないような地道

な地域づくりの運動であったり、地元の方々

の郷土愛に対する思いであったり、こういっ

たものをしっかりと、我々も一人一人現場に

入っていきながら、いろんな声を聞きなが

ら、少しずつ地域づくりに反映させていただ

きたいと思っております。 

 ここはどうしても短期的な数字が出てきて

いるという意味で、今まだ50％は影響はない

と、要はそういうふうな感覚ではございます

が、これを少しずつ中長期的にしっかりと足

元に入っていくように我々一生懸命、精いっ

ぱいやらさせていただきたいと思っておりま

す。 

 

○井手順雄委員長 ほかにございませんか。 

 

○山本秀久委員 一つお願いですが、８ペー

ジです。阿蘇大津道路、これに対して、国の

休止の方針に対して今再検討をと書いてあ

る。この再検討する場合にどういうふうな再

検討の要望をしとるわけですか。 

 

○手島道路整備課長 先ほどの小杉委員の質

問にも関連しますけども、立野から瀬田間の

57号の拡幅を現在国のほうで鋭意やっていた

だいています。先ほどちょっと説明不足でご

ざいましたけど、そのうち、今工事中の2.5

キロメートルについては、26年度までにまず

終わりますということを言われています。そ

れから、さらに南側といいますか瀬田のほう

に向かって2.1キロと、阿蘇の大橋よりも上

のほうの0.9キロというのが残っておりまし

て、この間が終わるまでは国は、今言われま

した熊本、大津のほうにかからないと言って

おりますので、まずは我々としては当然なが

ら早くかかってくださいという動きもしてお

りますけども、国がそう言っている以上は、

今言っている部分について、立野から瀬田

間、こちらをできるだけ早くやっていただく

というふうな方向をまずはやっているところ

でございます。 

 

○山本秀久委員 それでわかった。そんなら

わかった。そのまま置いておくのかと思った

もんだけん。 

 

○手島道路整備課長 今の関係で、小杉委員

からの御質問がございましたけども、先ほど

もお話ししましたように、一応最大で26年度

末までということにはなっております。です

けど、我々としても小杉委員がおっしゃった

ように、より詳細な情報というのをとらにゃ

いかぬと思っておりますので、これについて

は今後勉強させていただきたいと思います。

 済みません、失礼いたします。 

 

○岩下栄一委員 さっき小杉委員が空港のト

ンネルの件で、万が一事故が生じた場合とい

う話があったけど、現実に１回あっています

ね。バイクがトンネルの側壁にぶつかって転

倒して、その原因が停電だったんです、トン

ネル内の停電。そういうのが過去にあってお

るから、やっぱりあり得ることとして対応し

てほしいなというふうに思います。 

 それから、空港問題をお尋ねしますけれど

も、夢４カ年戦略が提示されて最初からずっ

と違和感があるのは、大空港構想というや

つ。ここに、28ページに３行ぐらい何かつけ

足しみたいに書いてあるけど、知事の思いと

いうのはわかります。そしてまた、アナウン

スメント効果、サプライズ効果、いろいろあ

って用語を選ばれたんだろうと思うけど、大

空港といったらどうしてもハブ空港、上海空

港とか、そういうイメージなんですね。 

 ですから、はったりというと語弊があるけ

ど、ちょっとオーバーなんですね。だから、

基本コンセプトをはっきりしておかないと、
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県民に対して行政が大風呂敷広げたけど、大

した実態が伴わないということになると信頼

を失う。それは、世界の熊本駅もそうです。

熊本駅、確かに世界的な人が設計したりして

注目度あるかもしれぬけど、世界的といきな

り言われると、ええってみんな思いますよ、

県民は。 

 そういう何か用語の選定というのは、やっ

ぱり行政であれは多少吟味して、ですから部

長にちょっとお尋ねしますけど、この件に関

してどのように考えておられますか。 

 その後、もうちょっと空港問題ありますけ

れども。 

 

○坂本企画振興部長 大空港といった言葉遣

い、これは御指摘のとおり、マニフェストの

中の言葉ですので、ある意味で政治家・蒲島

候補として使われた言葉で、それを４カ年戦

略に移すときに、確かに行政としての言葉に

変えるということも選択肢としてあったんだ

と思いますが、私どもが選んだ手法は、そこ

のタイトルの部分はそのまま置きながら、説

明のところを、きちんと地に足の着いた説

明、しかも両方のかみ合いをしっかりやって

いくという局面に今入っているのかなと思い

ます。 

 説明不足の点は、私どもなりにしっかり補

ってまいりたいと思います。 

 

○岩下栄一委員 何か苦しいところだなとい

うふうに思いましたけど、昔細川さんが「明

日へのシナリオ」と、県の総合計画といえば

いいところを「明日へのシナリオ」と書い

て、ものすごく反響があって、それはそれな

りにアナウンスメント効果があって評価を受

けたんです。ですから、行政が選ぶ場合に、

やっぱりアナウンスメント効果はわかります

けれども、県民から冷笑、冷ややかななんて

いうようなふうな言われ方をしないようにし

なけりゃいけないと思います。 

 それから、定期航空路ですけど、南方航空

といろいろ交渉中で、それは南寧路線です

か、定期航空路は。 

 

○中川交通政策課長 現在交渉中の路線は、

南方航空につきましては大連線でございま

す。 

 

○岩下栄一委員 大連。東北部。別に南寧は

ないんですか。 

 

○中川交通政策課長 南寧につきましては、

定期航空路というよりも、まずチャーター便

を飛ばそうということで取り組んでおりま

す。 

 以上でございます。 

 

○岩下栄一委員 定期航空路は、昭和54年に

ソウルとの定期航空路が開設されてたもの

の、その後旅客が少ないから大韓航空が撤退

したり、いろいろ紆余曲折があったでしょ

う。議会でも何度も大韓航空に行ったりどこ

そこ行ったりして、その後維持できるかとい

うことですよね、航空路を開始されて、大連

というのが一つ問題あると思う。 

 誘客の効果とかメリットがどの程度あるの

かというのが一つ疑問です、大連だったら、

あるいは南寧だったら。それよりか香港とか

上海だったら、中国人の旅客の流入とかいろ

んなメリットがあるでしょうけど、大連、南

寧でどうかなという気がするんです。維持で

きるかと、定期航空路が開設されたときにと

いうことです。 

 

○中川交通政策課長 御指摘のとおり、これ

から新しく取り組む路線でございますので、

どれだけの利用があるかというのは、これか

らの分も随分ございますが、ただ大連・北京

につきましては、中国の中でも世界遺産のた

くさんあるところでございますので、かなり
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の日本側からの観光の需要が見込めると思っ

ております。 

 それから、大連エリアにつきましては、中

国の中でも工業化が真っ先に進んだところで

ございまして、先方からのインバウンドも期

待できると考えております。 

 一方、南寧の方は、広西壮族自治区との姉

妹提携の縁で航空路線ということで考えてお

りますので、こちらについてはこれからと考

えております。 

 以上でございます。 

 

○岩下栄一委員 よろしくお願いします。 

 

○鎌田聡委員 済みません、先ほど鉄道高架

化の事業が、28年度という目標年度が危うい

というようなお話でございましたけども、こ

れは想定外の事故もあったかと思いますけど

も、やっぱり想定される特に駅周辺の２キロ

の話は、今の駅と在来線と新幹線の間が施工

が困難とか、これは想定されとった課題では

ないかと思いますので、ぜひ今後の取り組み

で、できるだけ28年度完成に向けて取り組ん

でいくということでございますけれども、ぜ

ひＪＲさんときちんと協議をしながら、今ま

で意見を出されておりますので、取り組みを

お願いしたいと思います。 

 その件とあわせて、高規格道路で、これも

ずっと引っかかりがあるのが西環状線です

ね。９ページに西環状線ということで、これ

も埋蔵文化財調査中とか、用地買収中とかご

ざいますけども、当初は新幹線開業以前に完

成させるという話があって進んできているの

に、供用開始予定も立っていない状況、４月

から熊本市がやるということになっています

けども、この辺のめどあたりはどうなってい

るんですか。 

 

○井手順雄委員長 その前に、上野室長から

お願いします。 

 

○上野鉄道高架推進室長 駅部の工事につい

ては、確かに狭いヤードでということで考え

られる部分もございますけれども、一つ出て

おりますのは、新幹線に近接した工事という

ものが、ＪＲ九州としては初めて取り組むと

いうふうなことで、慎重な施工も必要だとい

うふうな意見もありますので、今後その辺も

含めましてＪＲ九州ともしっかり協議をして

いきたいと思っております。 

 以上でございます。 

 

○手島道路整備課長 熊本西環状線につきま

しては、確かに当初新幹線開業を目指したと

いうのは私も存じ上げております。委員がお

っしゃるように、現在熊本市に行っていると

いうことで、我々がこうしろというのはなか

な言えない状況にはなっております。ただ、

もともとの目標からしまして、可能な限り早

くと、連立の完了というのが一つのめどなの

かなと思っておるところです。 

 でも、我々としては、熊本市にしっかり働

きかけてまいりたいと思いますので、御協力

のほうをよろしくお願いいたします。 

 

○鎌田聡委員 連立をめどということで、28

年度をめどと。 

 

○村上寅美委員 それは違うど。それは違う

ど、最初のあれとは。最初は新幹線と同時着

工ぐらいの。 

 

○手島道路整備課長 もちろん、おっしゃる

とおりです。 

 

○鎌田聡委員 今のめどとしては、連立をめ

どにということで。 

 

○村上寅美委員 そんなにかかるのか。 
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○鎌田聡委員 それは熊本市に任せなんです

たい。県としてここまでやってほしいと、今

のお話のようにやられていくわけでしょう。 

 

○手島道路整備課長 もちろん、県としても

大事なものでございますので、お願いはして

まいります。 

 

○鎌田聡委員 よろしいですか。連立が28年

に延びれば道路も延びるのかよくわかりませ

んが、新幹線開業までに話がずっと当初あっ

てやってきた事業ですから、次は、その辺の

取り決めはよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 もう一点いいですか。あと、都市圏交通の

話でいつも気になっていたのが、特に32ペー

ジの交通渋滞の状況で参考－３というのがご

ざいますけども、真っ赤っかになっている道

路の位置図ですけれども、これが平成11年の

現況道路網ということで、これが一番新しい

データなんでしょうか。 

 

○内田都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 このデータは、平成９年度にパーソントリ

ップ調査を実施いたしまして、その結果をこ

こに現況道路網としてあらわしているところ

でございます。 

 なお、今年度、15年ぶりではございますけ

ども、パーソントリップ調査を実施する計画

としております。今年度交通調査いたしまし

て、26年度を目指して新たな都市交通マスタ

ープランを作成していきたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 やっぱりこの表というか調査

も、ずっとやられていないというのもまた問

題だと思いますし、道路網もかなり変わって

きていますね。だから、平成９年の状況です

から、また我々のというか都市圏交通の取り

組み方も、また取り組むところも、現状デー

タによってまた変わってくる可能性がありま

すので、一番最新の情報というかデータで議

論ができるように、まあパーソントリップ以

降に何もデータをとっていないということは

ちょっと考えられないんですけども、なかっ

たんですか。 

 

○内田都市計画課長 道路の交通量調査は、

５年おきに調査はやっております。都市圏の

交通についてはパーソントリップ調査と申し

まして、人の動きを捉えて、どういった交通

を利用して移動するかということでデータを

収集しておりますので、データが古くなって

おります。 

 以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 パーソントリップ調査ができ

てなかったということはあれだと思いますけ

れども、今年度やられるということでありま

すから、その、またデータに基づいてです

ね、いろいろと熊本都市圏も、バス問題を初

めとして熊本市でもいろんな議論も行われて

おりますので、そこでうまく連携しながら進

めていっていただきたいと思います。 

 以上です。 

 

○井手順雄委員長 ほかに質問がなければ、

これで終了いたしますが。 

 

○杉浦康治委員 済みません。まず、最初に

お断りをしておきたいと思いますけれども、

熊日さんの方に「げきつい」云々という記事

が出ておりました。言った覚えもありません

し、そういう気持ちでもおりませんので、次

回機会があったら、今度陸上自衛隊のアパッ

チでも借りていこうかなと思っておるぐらい

でございます。（笑声） 

 28ページ、岩下委員の質問に関連するとこ
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ろでありますけれども、どういても輪郭とい

うのはある程度必要なんじゃないかなと、や

れるところからやるという話はわからないで

もないんですけれども、その辺については輪

郭をある程度固めていくというようなことに

ついては全く考えられていないのかというこ

と。 

 それと、どうしても、九州を支える空港機

能というこの空港機能に関して、恐らく整理

はされているんだろうと思うんですけれど

も、そういったものをやっぱり一度御呈示を

していただきたいなというふうに思っており

ますけど、いかがでしょうか。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 大空港構想につきまして、おおむねの輪郭

というお尋ね、それから空港機能というお尋

ねでございました。 

 

○井手順雄委員長 いいよ、座って。 

 

○中川交通政策課長 ありがとうございま

す。 

 まず、エリアにつきましては、空港を中心

としました県有地約160ヘクタールございま

す、これを中心といたしまして、あと空港機

能にも関連するのでございますが、空港アク

セスにつきましてもこれからは、身近にあり

ます熊本益城インターチェンジ等とも連携し

て取り組みを考えようと思っておりますの

で、そのあたりにもイメージしております。 

 また、空港機能につきましては、まずは空

港本来の機能であります航空のネットワーク

でございます。この路線の本数、便数をふや

すというのがまず中心でございます。それに

プラスしてこれまで御説明いたしました空港

アクセスの分、空港ライナーに取り組んでい

るところでございますが、それにあわせまし

て、新幹線駅とあわせまして空港を核とした

公共交通のネットワーク、それを並行して一

生懸命これからは取り組んでいく、そのこと

によって空港の利便性を高める、それが空港

の本来機能を高める、このように考えており

ます。 

 以上でございます。 

 

○杉浦康治委員 もちろん、当然そういうこ

となんでしょうけれども、ふえればふえるほ

どやっぱり受け入れする側のいろんな能力的

な問題とか、設備の問題、施設の問題という

のは出てくるもんだろうなというふうに思っ

ております。 

 漸次ということだったんですけれども、今

現在具体的にこういったものをこういう形で

整備していくよというような、何かプライオ

リティーづけがあるのかどうか、ちょっとお

尋ねしたいと思います。 

 

○中川交通政策課長 まず、説明資料にも書

いていますように、現在既にスタートしてお

りますのが、空港本来機能の分がアクセス強

化としまして空港ライナーの取り組み、それ

からＮＴＴ西日本と組みましたスマートエア

ポートの取り組み。これはわかりやすく言い

ますと、空港に来られたお客様が、そこでこ

れからどう動けばいいかというのをわかりや

すく表示するようなボードを検討しておる、

それがあります。 

 それから、空港の隣にあります高遊原駐屯

地と連携しまして、防災拠点として位置づけ

られることができるのじゃないかということ

で、今年度補正予算もお願いするところでご

ざいます。 

 さらに、空港の知の集積ということでござ

いまして、今、北側をイメージしております

けれども、メガソーラーの設置等もエネルギ

ーの部門で検討を進めているところでござい

ます。 

 さらにあわせまして、北側県有地につきま
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しては、長年景観等に配慮した取り組みを期

待する声もございましたので、来られたお客

様にとって十分楽しめる憩いの空間というの

も並行して検討していきたいと思います。 

 以上でございます。 

 

○杉浦康治委員 お話いろいろわかりますけ

れども、先ほどからお話を聞いていますと、

新幹線の鹿児島状態というか、まあ４年後、

５年後、なしあんときせんだったかというよ

うなお話が出てくるような気がしておりま

す。 

 村上委員の御指摘にもございましたとお

り、どうしても核というのがなければなかな

か前に進まないというのが現実だと思うんで

す。だから、ぜひそこのところについては機

能を整理しながらデザインするような努力を

していただきたいなというふうに思います。 

 要望です。 

 

○井手順雄委員長 それでは、次に、議題

(2)の閉会中の継続審査についてお諮りしま

す。 

 本委員会に付託の調査事件については、引

き続き審査する必要があると認められますの

で、本委員会を次期定例会まで継続する旨、

会議規則第82条の規定に基づき議長に申し出

ることとしてよろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○井手順雄委員長 異議なしと認め、そのよ

うにいたします。 

 本日の委員会はこれで閉会いたします。 

  午後０時６分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 
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